
コード 23030

講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

＊自ら発表して授業に参加するためには予習は欠かせない。従って、単なる｢出席点」はない。
＊全授業回数の3分の１以上欠席した場合、｢授業時の発表・課題｣は０点とする。
＊復習テスト(年数回）、単語テストを受けなかった時は、その回のみ０点とする。
＊テキストを購入しない場合、成績評価から10点を減点する。
＊３０分以上の遅刻は欠席とする。
＊座席を指定する。

講義計画

第１回　ガイダンス(受講上の注意、評価方法などの詳細）
第２回　Unit１（５文型）
第３回　Unit２(第５文型の応用）
第４回　Unit１ー２の復習・確認
第５回　Unit３(助動詞）
第６回　Unit４(疑問・否定）
第７回　Unit５(時制）
第８回　Unit３ー５の復習・確認
第９回　Unit６(発音とアクセント）
第10回　Unit７(基本動詞　１）
第11回　Unit８(基本動詞　２）
第12回　Unit９(名詞と代名詞）
第13回　Unit10(名詞と冠詞）
第14回　Unit7ー10の復習・確認
第15回　前期総括（Unit１ー１０の復習・確認）
第16回　Unit11（英和辞書の使い方）
第17回　Unit12（形容詞と比較）
第18回　Unit13（副詞）
第19回　Unit14（接続詞）
第20回　Unit12ー14の復習・確認
第21回　Unit15（関係詞）１
第22回　unit15（関係詞）２
第23回　Unit16(準動詞　１）
第24回　Unit17(準動詞　２）
第25回　Unit15ー17の復習・確認
第26回　Unit18(条件と仮定）
第27回　Unit19(能動態・受動態）
第28回　Unit20(語の解剖）
第29回　Unit18ー20の復習・確認
第30回　後期総括（Unit11ー20の文法事項の確認・復習）

テキスト
Welcome to College English /
大島・加藤・菊池・竹前・松本・W.F.O'Connor / 南雲堂

参考書 特に定めない。

目的と概要
「読み、書き、聞く、話すの四技能｣において、コミュニケーション能力を高めることを目標とする。
高校で学ぶべき事項の確認をし、日米の異文化理解に役立つ文章を読む。そして、レベル別練習問題を解い
ていく。

成績評価法 復習テスト（５０％）　単語テスト（２０％）　授業時の発表・課題（３０％）

開期 通年 火曜日3限

授業テーマ 英語四技能の向上

科目名 英語Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

担当教員 坂上　加余子

配当 教福1(6215)

2009年度




